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論文内容の要旨
高等動物において、核小体で、生成される 45sRNA は、リボソーム RNA(rRNA) の前駆体であると
考えられているが、種々な癌組織では、この45sRNA の塩基組成が正常組織のそれと異なることが報
告され、これ迄調べられた種々の癌の核小体45sRNA で、一定の共通した塩基組成のパターンを示す
ことが報告されており、何か癌細胞に特異的変化の様に思われた。我々は、腹水癌細胞 (AH-130) 、
ラット胎児肝、およびラット肝の rRNA の塩基配列の差を調べた。
〔方法および成績〕
32p でラベルした45sRNA、および rRNA を AH-130、ラット胎児肝、ラット肝から、抽出し、
S ephadex G -25 を通過させて遊離の 32p を除き、ショ糖密度勾配遠心を 2 回行って、精製したこ
れらの RNA を、勝 RNase で完全分解した 01 igonuc1eotides を DEAE-Sephadex A -25 を用い
て、 7M尿素の存在下で、鎖長に従い分けると、癌細胞の rRNA では、 28s および:'18sRNA 共に、
dinucleotides の含量が多く、 pentanuc leotides が少いことが特徴の一つであったが、この傾向を
ラット胎児肝が持っていたほか、胎児肝の核小体 45sRNA の塩基組成を調べると、癌細胞 45sRNA
の様に C が高く、 Aが低いということがわかった。これらの分析には、 rRNA を抽出するために、そ
の分解を防ぐ意味で、 postmitochondrial fraction を用いていたが、 rRNA 以外の RNA の混入
を防ぐため、先ず、リボソームを分離し、 EDTA を処理して、メッセンジャーRNA 等を可及的に除
いたリボソームサブユニットより、 RNA を抽出しても、同様な結果が得られた。 又、 RNA の me­
thy lase の阻害物質が癌では少く、従って癌では rRNA のメチル化も多くなり、その結果騨 RNase
で分解きれない dinudeotides が癌や胎児肝で多く見られるといっ可能性も考えられたが、これらの
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RNA のアルカリ分解産物を中和後、 DEAE-Sephadex を用いて調べたところ、ラット肝および癌
共に、アルカリ処理しでも、残存した dinuc1eotides は 3%前後であり、両組織間に差はなく、従っ
て、癌と正常の差は単にメチル化の量的な差だけでは説明できない。更に、肝、腎、胎児肝、および
AH-130 細胞のrRNA を、 T1- RNase で完全分解した dinucleotides を分析すると、正常肝と腎は
互によく似ており、しかも、癌および胎児肝とは、異なった CG 、 AG 、 UG の配分をしめした。又、
情細胞の様に、蛋白合成が盛んで、増殖している細胞と、正常肝の様に増殖の少い細胞とは、ポリソ
ームに対するモノソームの割合が異なっていて、この事が正常と癌の差を反映しているという可能性
も考えられたので、ラット肝を用いて検討した。蛋白合成に不活性なモノソームは、 0.5 MKCl の存
在で、解離して、リボソームサフ申ユニットになり、 KC1 の濃度を下げると、再ぴ会合してモノソーム
になり、しかも turn- over は遅い。他方、蛋白合成の盛んなポリソームは、 0.5MKC1 に抵抗性を持
ち、しかも turn-over も速い事が認められた。次に、 0.5MKC1 中で分離したポリソームとゼ全リボ
ソームから rRNA を抽出し、 01igonuc 1eotides の量比を調べた結果、両者に差が認められなかった。
従って、モノソームおよびポリソーム中の rRNA の塩基配列には差がないとし汁事がわかった。
以上の結果から、動物組織には、少くとも二種類以上のリボソームが存在し、リボソームの分布は、
細胞内の機能ではなく、細胞の分化と関係がある様に思われる。
〔総括〕
我々は、腹水癌細胞 (AH -130)、ラット胎児肝、およびラット肝の45sRNA と rRNA を、牌 RNase
で完全分解した 01igonuc 1eotides を分析すると、 AH-130は、ラット肝に比して、 dinucleotides 
の含量が多く、 pentanuc1eotides が少い。しかも、胎児肝の RNA に似ている。更に、 T1-RNase 
で分解した dinuc 1eotides を分析すると、正常肝と腎は互によく似ており、癌や胎児肝とは異なった
AG 、 CG 、 UG の配分を示し、又ある組織内でリボソームのturn-overが異なっても、それに含まれ
る rRNA の塩基配列には差異がないことから、単一細胞内で不均一性があり、癌と正常とは、その配
分に差があるということではなく 動物組織では 少くとも 二重あるいはそれ以上のリボソームが
存荘し、細胞の分化とこれらのリボソームの分布とは、相関関係がある憶に思われる。
論文の審査結果の要旨
この諭文でで、は、これまで
られていたのが、細胞質のリボゾームそのものの中に含まれているリボゾーム RNA の塩泉配列のた
として、詳細に分析し、特に、未分化な細胞とよく分化した細胞とで、リボソーム RNA の地主配ダIJ
が異なっていることを確認しており、これまで、リボゾームの不均一性に関しては、まだ結論は得ら
れていなかったが、少なくとも動物細胞では不均一性が存在することがみつけられたわけで、その立
義は大きい。
また、細胞増殖を調節する凶子として、蛋白合成の場であるリボソ←ゾヘの~I j める位置は大きいが、
細胞の分化の程度と、リボソーム RNA との聞に、密接な関係が{{イ!:することが分ったのは、 JI=常に
興味深い。
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